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マイ

はきはきと受け応えする、
好奇心旺盛な男の子。
トカゲを捕まえるのに夢中！

パオ

物腰の柔らかな、
静かな男の子。
自転車に乗れるよう特訓中！

アーパイ、高校卒業おめでとう！

3 月に高校を卒業したアーパイ。卒業後はチェンマイにある

ラチャパット大学の人文社会学部で観光学を学びます。

アーパイの卒業をもって、バーンロムサイで預かっている

子どもにエイズ孤児はいなくなりました。

2 歳でバーンロムサイにやってきたアーパイ。最初は

お姉さんたちにたくさんかわいがってもらいながら、最後は

アーパイ自身が小さな子どもたちの面倒をよく見てくれる

すてきなお姉さんになりました。充実した大学生活を

送れるよう、これからも応援しています！

二人の男の子が入園

4月19日、国立孤児院からパオとマイの2名が入園！

コロナ以降、久しぶりとなる子どもの受け入れ

ということもあり、当日は子どもたち、スタッフ共に

朝からソワソワ。まずはガジュマルの木にご挨拶。

最初は不安だけど、みんないるから大丈夫。

子どもたちのソンクラーン
大人はバテる！ 4 月の猛暑、子ども達は長ーい夏休み。

一番楽しみにしているソンクラーン：水かけまつりの

季節です。大々的な開催は 4 年ぶりで、老若男女問わず、

水鉄砲・バケツ・ホース等を片手に道端に陣取り、

出会った人々を水で“清め”ます。チェンマイ市内は

たくさんの人で危ないので、バーンロムサイの子ども

たちはホームの門の前から参加。道行く車をめがけて

水をかけます！トラックの荷台の即席プールにつかり

ながらお互いに水を掛け合ったり、楽しい時間を

過ごしました。

4 月、お客様がいないタイミングで、

hoshihana のプールを子どもたちに開放！

小さい頃
絵を描くのが
好きだった
アーパイ
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子どもたちの日常はタイ人スタッフが

facebook にアップしています



T5

2月18日、開園当初から毎年ご寄付を届けに来て下さっている

札幌しらかばライオンズクラブの方々が、hoshihana に

泊まる形での支援も兼ねて、3 年ぶりに子どもたちを訪ねて

くださいました！今年は子どもたちとホームのスタッフに

加え、再開した hoshihana のみんなも招待してくださり、

みんなで久しぶりの楽しいごはんでした。コロナで大変な時期

にも関わらず、本当にありがとうございました。

図書館を 3 年ぶりに解放！

一般財団法人MRA ハウスの継続的なサポートもあって運営

してきたバーンロムサイ図書館。ホームの子どもだけでなく、

村の人々にとっても大切な場所となっています。

昨 年 秋 よ り ス タ デ ィ ー ツ ア ー 等 で の 訪 問 は 再 開 し て

いましたが、外部への解放が難しい状況が続いていました。

今年 2 月、ようやく約 3 年ぶりに地域の子どもたちへの解放

が 実 現！ さ っ そ く 村 の 子 ど も 達 が 戻 っ て き て く れ て、

賑わう図書館にスタッフも一安心。

コロナ中でも、PC を完備している図書館はオンライン授業

な ど で 大 活 躍 し ま し た。 今 後 は 以 前 の よ う に 地 域 の

子どもたちとの交流活動も再開する予定です。
「本の購入費用に」と個人の方々からご寄付をいただいてい

ました。図書館再開のタイミングで、4 人の子どもたちが代

表して図書館に置く本を選びに街へ繰り出しました！

2月26日、ゴスペルシンガーの市岡ご夫妻が、

日本で募った寄付と沢山のおもちゃを抱えて

再び子どもたちを訪ねてくださいました。

恒例のアヒルのダンスをみんなで踊る楽しい

時間。会えなかった３年間も子どもたちを

忘れないでいてくれてありがとうございます！

①と③のご支援については
ページ上部の払込取扱票からもお支払いいただけます。

（ゆうちょ銀行の窓口）

何気なく使ってしまう少額のお金もタイでは何倍もの価値があります。
お気持ちを託していただく寄付には 3 つの種類がございます。
①寄付をする（都度）
②マンスリーサポーターになる（毎月定額）
③年間サポーターになる（年一回定額）
①～③の寄付のお申し込みはこちらから→

今シーズンの撮影は、hoshihana から車で一時間半ほどで

行けるチェンマイの隣町、ランパーンで行いました。ソンクラーン

の時期と重なり、撮影日は 40 度を超える猛暑。そんな中、

以前もバーンロムサイのモデルをしてくれたチェンマイ在住の

ナリッサが、久しぶりの撮影を快く引き受けてくれました。

撮影には hoshihana 人気ドライバーのヌンさんも日除け対策ばっちりで

参加。待機中はモデルとカメラマンにダブル日傘をさす気遣い満点。

カフェでの休憩中にはビニール袋に入った氷で頭と首を冷やしながら、

熱中症にもならず終始笑顔で乗り切ってくれたみんなに感謝！

ちょうどランパーンを出る頃、大音響と共に賑わう水かけ祭りの行列に

遭遇しました。写真を撮っている間は機材や服が心配でしたが、守られた車内

から飛び出してびしょ濡れになってみたい衝動に駆られ、名残惜しい

気持ちで帰路についた思い出深い撮影の旅でした。

編集後記

訪問や見学も
できるようになりました

北見会長、子どもたちや
スタッフへのあたたかい
お言葉をありがとうござ
います。 2120




